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凌雲会グループ
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老人保健施設老人保健施設老人保健施設老人保健施設 昴昴昴昴

グループホームグループホームグループホームグループホーム 親親親親のののの家家家家 福祉福祉福祉福祉ホームホームホームホーム リズムリズムリズムリズム
就労支援就労支援就労支援就労支援センターセンターセンターセンター ハーモニーハーモニーハーモニーハーモニー

ケアハウスサンガーデンケアハウスサンガーデンケアハウスサンガーデンケアハウスサンガーデン凌雲凌雲凌雲凌雲

生活支援生活支援生活支援生活支援ハウスハウスハウスハウス 藍藍藍藍
デイサービスセンターデイサービスセンターデイサービスセンターデイサービスセンター藍藍藍藍

サービスサービスサービスサービス付付付付きききき高齢者専用住宅高齢者専用住宅高齢者専用住宅高齢者専用住宅
メディションメディションメディションメディション凌雲凌雲凌雲凌雲



藍住町への津波被害予想
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防災への意識

2004年、新潟中越大地震（震度７）が発生した。

被災地の小千谷病院では施設の損壊と設備・器械の
破損、ライフラインの断絶を経験した。

医療・介護スタッフも被災者である中で、スタッフの

取った行動について、当時の院長として指揮を取られた
横森先生の講演を拝聴し、当院での防災に対して危機
意識を持った。

2006年に、災害対策研修として横森先生を招き講演を
していただいた。

当院の防災に対する取り組みを報告する。
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防災用品の準備

ヘルメット
自転車
長靴
雨カッパ 等



防災用品の準備

ランタン



停電に備えて

☆発電機の燃料はガソリン

グループ内公用車約４０台あり、車のガソリンが半量に
なる前に給油している。
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夜間停電 訓練内容 1

病院が2～3時間停電することになり、夜間停
電訓練を行った。

① 3時スタッフ集合

② 暗闇の中、発電機操作する

③ Ｎｓコール使用できないため、廊下に等間

隔でスタッフ配置

④ 師長は不測の事態に備えてスタッフST内

待機する
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夜間停電 訓練内容 2

停電時停電時停電時停電時、、、、自家発電自家発電自家発電自家発電へへへへ切切切切りりりり替替替替わりわりわりわり、、、、約約約約1111時間使用時間使用時間使用時間使用でででで
きるきるきるきる。。。。 今回今回今回今回はははは、、、、そのことがそのことがそのことがそのことが確認確認確認確認できたできたできたできた。。。。
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排泄

�環境環境環境環境のののの変化等変化等変化等変化等でオムツでオムツでオムツでオムツ使用増加使用増加使用増加使用増加がががが予想予想予想予想されるされるされるされる

・・・・病院病院病院病院は２は２は２は２階階階階、、、、老人保健施設老人保健施設老人保健施設老人保健施設は３は３は３は３階階階階にににに保管保管保管保管しているしているしているしている

・・・・業者業者業者業者のののの倉庫倉庫倉庫倉庫にににに約約約約３３３３日分日分日分日分のののの在庫在庫在庫在庫をををを確保確保確保確保しているしているしているしている

� 断水時断水時断水時断水時のののの手指衛生方法手指衛生方法手指衛生方法手指衛生方法、、、、トイレトイレトイレトイレ使用方法使用方法使用方法使用方法についてについてについてについて

掲示掲示掲示掲示しししし、、、、患者患者患者患者さんにさんにさんにさんに協力協力協力協力をををを得得得得るるるる

� 便器便器便器便器にビニールにビニールにビニールにビニール袋袋袋袋をかけをかけをかけをかけ凝固剤凝固剤凝固剤凝固剤でででで固形化固形化固形化固形化するするするする

� 職員用簡易職員用簡易職員用簡易職員用簡易トイレをトイレをトイレをトイレを設置設置設置設置するするするする
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簡易トイレ設置訓練
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浄化槽浄化槽浄化槽浄化槽のののの蓋蓋蓋蓋をををを開開開開けるけるけるける

加工加工加工加工したしたしたした鉄板鉄板鉄板鉄板をををを置置置置くくくく



加工加工加工加工したしたしたした鉄板鉄板鉄板鉄板



専用専用専用専用イスのイスのイスのイスの設置設置設置設置



周周周周りをテントでりをテントでりをテントでりをテントで囲囲囲囲むむむむ 座座座座ると・・・ると・・・ると・・・ると・・・



訓練後、意見・感想

・災害時災害時災害時災害時にはにはにはには本日本日本日本日のののの経験者経験者経験者経験者がリーダーになるがリーダーになるがリーダーになるがリーダーになる事事事事がががが出来出来出来出来るるるる
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炊き出し訓練
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α米と水を袋へ入れ輪ゴム
で括っている

お湯に入れる前



赤い器械が発電機

吸い上げた井戸水をポ
リタンクへ入れて運搬



テント内で味噌汁を調理



職員、学生の食糧・水の確保

カイロ・携帯充電器 等
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職員全員に、防災用品配布



地域との連携

�当グループ介護保険利用者さんで独居の方に
対し、 居宅介護事業所職員が安否確認をする

�安否が確認できない場合は、訪問する
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地震発生地震発生地震発生地震発生

交通事情が
分からない！

スタッフの
安否は？



安否確認訓練

• 月1回情報伝達訓練

• 全ての職員が登録
すだちくん
メール

• 毎月1日情報伝達訓練
災害伝言

ダイアル

平時より訓
練すること
が大事



災害伝言ダイアル 組織図

本部

看護部

看護師

リハビリ部 医事課 栄養科

看護師 看護師 ｽﾀｯﾌ

①災害伝言ダイヤルを各自が
171より確認

②自身と家族の安否、すぐ出勤で
きるかどうか上司へメールする
③各部署の長が最終本部へ状
況報告する



まとめ

• 災害時、スタッフの安否確認、人的資源の確
保が必要

• 平時より定期的に訓練を実施する

• 与えられた環境下でチームの目的達成のた
め、効果的な方法を見出し、それを実行する
ことが重要
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ご清聴ありがとうございました


